
（ 1 ）  報 告 タ イ ト ル ： 遷 延 す る 湿 性 咳 嗽 が 診 断 契 機

と な り 、 せ ん 妄 を 合 併 し た 高 齢 者 C O V I D - 1 9 の

一 例  
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（ 2 ） 症 例  

9 0 代 、 日 本 人 女 性 。  

主 訴 ： 発 熱  咳 嗽  脱 力 感  

現 病 歴 ：  

 高 血 圧 、Ⅱ 型 糖 尿 病 、脂 質 異 常 症 で 近 医 に 定 期 通

院 中 。独 居 で 自 立 し て い た 。当 院 受 診 の 約 1 週 間 前

か ら 湿 性 咳 嗽 が 出 現 し た 。受 診 3 日 前 に ヘ ル パ ー が

自 宅 を 訪 問 し 、咳 嗽 の 持 続 を 確 認 し て い た 。加 え て

同 日 夕 方 に 脱 力 感 を 自 覚 し た 。  

 受 診 当 日 も 再 度 脱 力 感 を 自 覚 し 、 咳 嗽 症 状 の 持

続 に 加 え 、 倦 怠 感 の 訴 え も 認 め ら れ た た め 、 同 日

か か り つ け の 近 医 を 受 診 。 同 院 の 受 診 時 に 微 熱 と

胸 部 単 純 X 線 写 真 で 異 常 陰 影 を 指 摘 さ れ 、 精 査 目



的 に 同 日 当 院 に 紹 介 と な っ た 。 身 体 所 見 で は 3 8 ℃

の 発 熱 、 両 側 下 肺 野 背 側 に わ ず か に f i n e  c r a c k l e

を 聴 取 し た 。 検 査 、 画 像 所 見 か ら C O V I D - 1 9 を 疑

い 、 S A R S - C o V - 2  P C R 検 査 を 施 行 し た 後 に 入 院 と な

っ た 。  

（ 3 ） 経 過  

入 院 後 S p O 2 が 9 0 ％ 前 後 と 低 酸 素 血 症 を 認 め 、 経

鼻 酸 素 投 与 を 開 始 し た 。 ま た 夜 間 せ ん 妄 が 認 め ら

れ 、 内 服 薬 等 で の 対 応 を 行 っ た 。 入 院 第 3 病 日 に

S A R S - C o V - 2  P C R 陽 性 の 結 果 を 得 た た め 、 同 日 指 定

医 療 機 関 へ 転 院 と な っ た 。 そ の 後 呼 吸 状 態 の 悪 化

は 認 め ら れ ず 経 過 し た 。 せ ん 妄 も 徐 々 に 改 善 が 認

め ら れ た 。 P C R 陰 性 化 ま で に 約 2 ヵ 月 の 入 院 の

後 、 自 宅 へ 退 院 と な っ た 。  

（ 4 ） 考 察  

 本 症 例 は 、 比 較 的 遷 延 傾 向 の 湿 性 咳 嗽 が 契 機 と

な っ た 症 例 で 、 臨 床 症 状 お よ び そ の 経 過 、 検 査 所

見 、 画 像 所 見 と も に 典 型 的 な 症 例 と 考 え ら れ た 。  

 C O V I D - 1 9 の 重 症 化 リ ス ク 因 子 と し て 、 6 5 歳 以 上

の 高 齢 者 、 慢 性 呼 吸 器 疾 患 患 者 、 糖 尿 病 な ど が あ

げ ら れ て い る 1 ) 。 本 例 は 9 0 代 高 齢 者 で 、 糖 尿 病 を



有 し て い た 。 加 え て 、 血 液 検 査 上 リ ン パ 球 の 低

下 、 C R P 、 L D H 、 フ ェ リ チ ン の 上 昇 と い っ た 重 症 化

マ ー カ ー に あ げ ら れ る 項 目 2 ) の 異 常 も 認 め ら れ 、

重 症 化 が 懸 念 さ れ た が 、 幸 い 重 症 化 に 至 ら ず 改 善

が 認 め ら れ た 。  

 高 齢 者 で は 、 疾 患 の 発 症 や 入 院 な ど に よ る 環 境

の 変 化 に よ り せ ん 妄 が 生 じ る 危 険 性 が 高 く な る

3 ) 。 本 例 に お い て も 、 入 院 当 日 よ り せ ん 妄 が 出 現

し 、 対 応 に 苦 慮 し た 。 C O V I D - 1 9 で は 感 染 予 防 の 観

点 か ら 、 個 室 隔 離 を 要 す る こ と が 多 く 、 患 者 自 身

へ の 精 神 的 な 負 担 が 大 き く な る た め 、 せ ん 妄 発 症

の 危 険 性 は 非 常 に 高 い と 考 え ら れ る 。 一 方 で せ ん

妄 の 合 併 は 、 患 者 本 人 へ の 治 療 遂 行 の 妨 げ に な る

ば か り で な く 、 介 助 ・ 介 護 負 担 の 増 加 か ら 、 医 療

ス タ ッ フ 自 身 の 感 染 の リ ス ク を 高 め る 恐 れ が あ

る 。 高 齢 者 の C O V I D - 1 9 症 例 に お い て は 、 感 染 症 の

コ ン ト ロ ー の み な ら ず 、 感 染 症 や 環 境 の 変 化 に よ

り 生 じ う る 事 象 に 対 し て の 対 応 も 重 要 で あ る 。  

（ 5 ） 結 論  

高 齢 者 C O V D - 1 9 症 例 に お い て は 、 感 染 症 の 制 御 だ

け で な く 、 疾 患 発 症 に 伴 っ て 生 じ る 様 々 な 身 体 、



精 神 的 な 合 併 症 に 対 し て も 十 分 な ケ ア が 必 要 で あ

る 。  
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（ 7 ） 図 ・ 写 真 の 説 明  

図 1 ： 入 院 時 の 胸 部 単 純 X 線 写 真 . 左 下 肺 野 優 位

に 、 両 側 下 肺 野 に ス リ ガ ラ ス 影 が 認 め ら れ る  

図 2 ： 入 院 時 の 胸 部 C  T . 両 側 下 葉 胸 膜 側 優 位 に ス

リ ガ ラ ス 影 が 散 見 さ れ る  

（ 8 ） 表  

表 1 ： 主 な 検 査 所 見  



 

 

（ 9 ） 図 ・ 写 真  

図 1 ：   

 

図 2 ：   

血算

WBC 3100 /μL (Neut 67.0%, Lymph 21.0%, Mono 12.0%, Eosino 0.0%, Baso 0.0%) 

Hb 12.6 g/dl

Plt 9.3x104 /μL
生化学

LDH 299 IU/L

Glu 160 mg/dl

HbA1c 7.1 %

BNP 84 pg/ml

PCT 0.07 ng/ml

Ferritin 276 ng/ml

CRP 6.82 mg/dl 

肝・腎機能、電解質に特記すべき所見なし 

迅速抗原検査 

尿中肺炎球菌抗原陰性, 尿中レジオネラ抗原陰性  

咽頭マイコプラズマ抗原陰性, インフルエンザウイルス抗原陰性

細菌培養検査 

喀痰:normal flora 

血液:2セット陰性 



 


